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Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」 3
　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
は
十
一
月
十
八
日
、
都

内
の
ホ
ー
ル
で
報
告
会
を
開
催
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）。

最
近
の
研
究
成
果
の
紹
介
に
続
き
、「
新
原
子
力
×
無
限

大 

我
々
は
ま
だ
原
子
力
の
可
能
性
の
一
部
し
か
利
用
し

て
い
な
い
」
と
題
す
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
宇

宙
開
発
分
野
で
の
原
子
力
技
術
に
対
す
る
期
待
な
ど
が

語
ら
れ
た
。

　

原
子
力
機
構
の
児
玉
敏
雄

理
事
長
は
、
開
催
挨
拶
で
二

○
二
二
～
二
八
年
度
の
七
年

間
（
法
令
で
策
定
が
求
め
ら

れ
る
中
長
期
目
標
の
期
間
）

に
向
け
、「〝
新
原
子
力
〟
の

実
現
に
向
け
た
挑
戦
」
を
標

榜
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
以

外
へ
の
成
果
の
応
用
を
積
極

的
に
推
進
し
、
産
業
界
へ
の

橋
渡
し
を
行
う
」
と
し
た
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、

山
口
彰
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
、

モ
デ
レ
ー
タ
ー
）、
神
田
玲
子
氏
（
量
子
科
学
技
術
研
究

開
発
機
構
放
射
線
医
学
研
究
所
副
所
長
）、
永
松
愛
子
氏

（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
研
究
開
発
部
門
）、
大
井
川

宏
之
氏
（
原
子
力
機
構
理
事
）
が
登
壇
。

　

国
際
宇
宙
探
査
に
向
け
た
宇
宙
放
射
線
計
測
・
遮
蔽

防
護
研
究
に
取
り
組
む
永
松
氏
は
ま
ず
、
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
一
九
九
日
間
の
滞
在
を
終
え
た
星
出

彰
彦
宇
宙
飛
行
士
の
活
躍
を
紹
介
。
最
近
の
宇
宙
開
発

の
動
き
と
し
て
、
米
国
企
業
が
高
度
百
キ
ロ
の
弾
道
飛

行
に
よ
る
数
分
間
の
無
重
力
体
験
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
民
間

人
だ
け
の
地
球
周
回
宇
宙
旅
行
に
成
功
し
た
こ
と
を
あ

げ
、「
今
年
は
民
間
宇
宙
旅
行
幕
開
け
の
年
と
い
え
る
」

と
し
た
。「
今
後
は
百
人
単
位
で
一
週
間
程
度
で
の
月
旅

行
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
多
く
の

人
が
宇
宙
に
行
く
可
能
性
が
あ
る
」
と
展
望
し
、
よ
り

身
近
な
も
の
と
な
る
宇
宙
放
射
線
に
関
し
て
、
宇
宙
飛

行
士
の
網
膜
に
荷
電
粒
子
が
入
り
閃
光
を
感
じ
る
ア
イ

フ
ラ
ッ
シ
ュ
現
象
、
宇
宙
船
の
設
計
や
搭
載
す
る
機
器
・

部
品
の
放
射
線
耐
性
評
価
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、

「
宇
宙
開
発
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
必
ず
克
服
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
」
と
強
調
。
原
子
力
機
構
へ
の
期
待

と
し
て
、
大
強
度
陽
子
加
速
器
施
設
Ｊ―

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の

活
用
を
あ
げ
た
。
同
施
設
の
物
質
・
生
命
科
学
実
験
施

設
で
は
、
二
○
二
○
年
一
二
月
に
小
惑
星
探
査
機
「
は

や
ぶ
さ
２
」
が
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
か
ら
採
取
し
た
サ

ン
プ
ル
の
元
素
組
成
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
氏
は
、

こ
う
し
た
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

二
○
二
四
年
度
に
打
上
げ
予
定
の
火
星
衛
星
探
査
計
画

Ｍ
Ｍ
Ｘ
以
外
に
も
、
各
国
で
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
宇
宙
開
発
に
お
い
て
元
素
組
成
分
析
の
需
要
は
ま

す
ま
す
高
ま
る
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
放
射
線
防
護
研
究
や
放
射
線
リ
ス
ク
認
知
調

査
に
取
り
組
む
神
田
氏
は
、
放
射
線
治
療
の
向
上
や
理

解
促
進
に
向
け
て
、
個
々
人
の
線
量
評
価
の
精
緻
化
を

図
る
べ
く
、
原
子
力
機
構
が
加
速
器
設
計
を
機
に
開
発

し
た
線
量
評
価
コ
ー
ド
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
に
関
す
る
協
働
に

期
待
。
原
子
力
機
構
理
事
と
し
て
原
子
力
科
学
研
究
部

門
や
人
材
育
成
な
ど
を
所
掌
す
る
大
井
川
氏
は
、「
活

か
せ
る
施
設
、
技
術
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
述
べ
、

研
究
成
果
の
社
会
実
装
に
向
け
て
、
他
分
野
と
の
交
流

を
図
る
重
要
性
を
強
調
。
山
口
氏
は
、「
一
九
五
五
年
に

原
子
力
基
本
法
が
で
き
て
か
ら
六
○
数
年
。
他
の
色
々

な
技
術
も
芽
生
え
て
六
○
年
と
い
う
の
は
ま
だ
発
展
途

上
の
段
階
」
と
述
べ
、さ
ら
な
る
原
子
力
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
向
上
を
期
待
し
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両

市
出
身
の
偉
大
な
生
理
学
・
医
学
者
（
そ
の
二
）
を
紹

介
し
た
い
。
ユ
リ
ウ
ス
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
＝
ヤ
ウ
レ
ッ
ク

は
一
八
五
七
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ヴ
ェ
ル
ス
に
生
ま

れ
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
医
学
を
学
び
、
八
○
年
に
博
士

号
を
取
得
し
た
。
元
々
の
専
門
は
神
経
病
理
学
で
は
な

か
っ
た
が
、
八
三
年
か
ら
八
七
年
ま
で
精
神
科
の
医
院

で
働
い
た
。
八
九
年
に
グ
ラ
ー
ツ
大
学
の
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・

フ
ォ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
＝
エ
ビ
ン
グ
の
後
を
継
ぎ
、
甲
状

腺
腫
、ク
レ
チ
ン
病
、ヨ
ウ
素
症
な
ど
の
研
究
を
始
め
た
。

九
三
年
に
は
精
神
医
学
、
神
経
病
理
学
の
教
授
と
な
り
、

ウ
ィ
ー
ン
の
神
経
医
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
責
任
者
と
な
っ

た
。
一
九
○
二
年
、
中
央
病
院
の
精
神
科
に
転
任
し
、

一
一
年
に
元
の
職
場
に
戻
っ
た
。
彼
は
発
熱
を
伴
う
精

神
疾
患
の
治
療
に
生
涯
を
捧
げ
た
。
一
八
八
七
年
か
ら

彼
は
、
九
○
年
に
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
が
発
見
し
た
丹
毒
、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
発
熱
性
精
神
疾
患
へ
の
効
果
に
つ
い

て
研
究
を
始
め
た
。
こ
れ
ら
の
治
療
法
は
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
が
、
一
九
一
七
年
に
は
マ
ラ
リ
ア
寄
生
虫
の

接
種
に
取
り
組
み
、
神
経
梅
毒
に
よ
る
麻
痺
性
認
知
症

に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
こ
の
発
見
に
よ

り
、
二
七
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞

し
た
。
五
○
年
に
発
行
さ
れ
た
五
○
○
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

シ
リ
ン
グ
紙
幣
に
肖
像
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
山
中
伸
弥
教
授
は
一
九
六
二
年
に
東
大
阪
市
枚

岡
地
区
に
生
ま
れ
、大
阪
教
育
大
学
附
属
天
王
寺
中
学
校
・

高
校
を
経
て
、
神
戸
大
学
医
学
部
へ
進
学
。
卒
業
後
は

国
立
大
阪
病
院
整
形
外
科
で
臨
床
研
修
医
と
し
て
勤
務
。

不
器
用
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
ジ
ャ
マ
ナ
カ
と
呼
ば
れ
、
研

究
者
を
志
す
。
八
九
年
に
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
に
入

学
。
山
本
研
二
郎
教
授
の
薬
理
学
教
室
で
、
三
浦
克
之

講
師
の
下
、研
究
を
開
始
し
て
九
三
年
に
博
士
号
を
取
得
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
校
グ
ラ
ッ

ド
ス
ト
ー
ン
研
究
所
へ
博
士
研
究
員
と
し
て
留
学
。
ト
ー

マ
ス
・
イ
ネ
ラ
リ
テ
ィ
教
授
の
下
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究

を
開
始
。
そ
の
後
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
を

経
た
の
ち
、
岩
尾
洋
教
授
の
下
、
大
阪
市
立
大
学
薬
理

学
教
室
助
手
に
就
任
。
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大

学
に
採
用
さ
れ
、
二
○
○
三
年
か
ら
科
学
技
術
振
興
機

構
の
研
究
費
を
得
る
。
審
査
の
面
接
を
し
た
岸
本
忠
三

元
大
阪
大
学
総
長
は
「
う
ま
く
い
く
は
ず
が
な
い
と
思
っ

た
が
、
迫
力
に
感
心
」。
本
大
学
で
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
開
発

に
成
功
し
、
○
四
年
に
京
都
大
学
へ
移
籍
。
○
六
年
に

マ
ウ
ス
の
胚
性
繊
維
芽
細
胞
に
四
つ
の
因
子
を
導
入
す

る
こ
と
で
分
化
多
能
性
を
持
つ
マ
ウ
ス
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を

作
成
。
○
七
年
に
は
、
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
生
成
す
る

技
術
を
開
発
し
た
。
こ
の
発
見
に
よ
り
、
一
二
年
の
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
＝
ヤ
ウ
レ
ッ
ク
が
開

発
し
た
療
法
は
危
険
度
が
大
き
い
た
め
、
抗
生
物
質
が

普
及
し
た
現
在
で
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意

し
た
い
。
筆
者
が
京
都
大
学
に
赴
任
し
た
翌
年
十
月
に

山
中
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
報
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
時
の
学
内
の
明
る
い
雰
囲
気
を
覚
え
て
い
る
。「
若

い
時
は
何
を
や
っ
て
も
い
い
。
何
を
や
っ
た
ら
い
い
と

い
う
正
解
は
な
い
。
で
も
何
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ

け
は
や
め
て
ほ
し
い
」
と
の
山
中
教
授
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
貴
重
で
あ
る
。
今
月
も
両
市
に
関
連
す
る
偉
大
な
生

理
学
・
医
学

者
を
紹
介
す

る
こ
と
が
で

き
た
幸
運
に

感
謝
し
つ
つ
、

編
集
部
に
撮

影
を
お
願
い

し
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
内
に
あ
る
ワ
ー
グ
ナ
ー
＝
ヤ
ウ

レ
ッ
ク
の
胸
像
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン
と 

京
都  
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杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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